
● お薬を冷たい状態で耳に入れるとめまいを起こすことがありますので注意しましょう。
● 容器の先端が耳に触れてしまった場合は、清潔なティッシュペーパーやガーゼなどで拭いてください。
● 耳浴後に、綿棒を使う場合は、耳の入り口付近をさっと拭き取る程度にしましょう。
● 外耳に傷等がある場合や異常を感じた場合は、使用を控え、医師の指示に従ってください。
● 小さなお子さんの手の届かないところに保管してください。点眼薬などと間違わないようにしましょう。

このお薬は耳あかを軟らかくして、取りやすくするはたらきがあります。医師・薬剤師の指示のもと正しく使いましょう。

DIO-13（DA-163）

点耳する方の耳を上にして横向きに寝ます。
そして、お薬を適量（3～5滴程度）、耳の中
に滴下します。

点耳後は、しばらく（5分程度）そのままの姿
勢を保ちます（耳浴）。

耳浴後、清潔なティッ
シュペーパーやガーゼ
などを耳にあてて起き
上がります。
耳の外へあふれ出たお
薬はふき取りましょう。
※１日の耳浴回数と耳浴
日数は医師の指示に
従ってください。

もし、冷所に保存し
た場合は、手のひら
でお薬の容器を握っ
て体温程度に温め、
4～5回振り混ぜてか
らお使いください。
※このお薬は室温保
存です。

お薬を使う
前に手を洗
いましょう。

清潔なティッシュ
ペーパーやガーゼな
どで、耳の入り口を
やさしくふき取って、
きれいにします。
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ご注意
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ジオクチルソジウムスルホサクシネート耳科用液5％「CEO」を使用する患者さんへ


